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接した、あのマッシー青年の苦労を思い出しているかのように。 （毎日新聞 1993年 2月 18日）
（6）、（7）では、人選する人（「小泉純一郎首相」、「大統領」）と苦労する人（「小泉純一郎首相」、「大統領」）
が同じであるが、（8）では、「三菱救援陣」の投球に「日産自動車」が苦労している。
　　（8）　三菱自動車岡崎は 2点を追う 6回、武輪の左前打などで 2死 2、3塁と好機を広げ、夏目、北村の
連続 2塁打などで 4点を奪い逆転。日産自動車は 1回に 4連続四死球と 3本の長短打で 6点を挙
げたが、三菱救援陣の緩急ある投球に苦労し、追加点を奪えなかった。


































 （毎日新聞 1998年 5月 1日）
（16）では、人（「上司」）がニ格で標示されている。




















人はギョッとした顔でクマを見送っていたという。 （毎日新聞 1993年 4月 22日）
　　（21）　なかでも米国は、自分たちが冷戦下で東側に負けないよう軍備を整えることに苦心している間に
日本は日米安保条約の恩恵を受けて競争力をつけた、という思いが強い。










指摘することを忘れていない。 （毎日新聞 1998年 11月 26日）
　　（24）　報告書は、レセプト（診療報酬明細書）に続き、カルテについても開示の方向を示した点で意義
は大きい。しかし、日本医師会は「環境が整っていない」などの理由で現在でも強硬に法制化に

























 （毎日新聞 1993年 5月 13日）
　　（29）　論議の経過と合意点を無視した一方的な意見だが、プロ野球機構はドラフト制の検討にも入り、
























































 （毎日新聞 1993年 1月 19日）
3）「再就職」が、［ 3］ではニ格で、［ 4］ではデ格で標示されている。
　　［ 3］　「もちろん頑張るつもり」という返事にうれしくなった。「もしかしたら、自分が何度か再就職に苦労した話を聞か
せていたから、感じるものがあったのかもしれないな」と思った。 （毎日新聞 1993年 8月 5日）
　　［ 4］　しかし、変化に時間のかかる部分もある。夫婦別姓法案は長く議論されているが、法改正のメドは立っていない。
離婚は増えたが、子どもを抱えて離婚した女性は再就職で苦労することが多い。児童扶養手当は昨年の見直しで支
給条件が厳しくなったばかりだ。 （毎日新聞 2003年 3月 2日）
4）「は」などで取り立てられると、ニ格で標示されないこともある。
　　［ 5］　同、会社員の黒田正子さん（50）＝毎日のスポーツ面から巨人の結果を探すのは苦労する。「巨人賛歌は他紙で」と
いうことか。そんな大胆な割り切り方に共感も覚えるが。 （毎日新聞 2003年 4月 26日）
　　［ 6］　九州女子高（福岡）から実業団入りして 8年目。寮での食事では利き手と逆の左手ではしを持つ。「左右の筋力をバ
ランスよく使えるように」とのチームの方針で、今は豆を取るのも苦労しなくなった。寝る前に日記に反省を書き


















 （毎日新聞 1998年 6月 23日）
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